
• このたびは、当社のミルクタンク巧きエ 
スプレツ V コーヒー^一力一をお賈い 
上げくださいまして、まことにありがと 
ラございました。 

• ご使巧前に、この取扱説明書を最後まで 
お読みのラえ、正しし^使い方で末長くご 
愛用ください。 

• 巧一ご使用中、わからないことや不具を 
が生じた時、お役に立ちます。またお読 
みになつたあとは、大切に保替してくだ 
さい。 
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リ< ださい 


こに示したを意事項は、を害や損害を未辄こ肪止するために重要な内容ですので、必子守つてください。 



人が死 t または重傷を負う可能性が想定 
される内容。 


人が損害を負う可能性及び物的損害のみ 
の発生が想定される内容。 


給表示の例 

'記号は、「谋制」（必ずして 
ください) を示しまず。 

每 記号は、「禁止」（しないで 
くださしりを示します。 




定巧 15A 似上のコンセントを单独で 
使巧する。 

•他の器具とか巧すると、分岐コンセント 
部巧が養巧発熱して発乂ずることが 
あります。 

修埋技術者 W 外は、絶巧に分解したり、 
修理-改造をおこなわない。 

発火したり、異常動作してけがをずる 
ことがありまず。 



水につけたり、水をかけたりしなし、。 

参感電‘ シヨー トの恐れがありまず。 

口 

子供だけで使巧させたり、幼おの手の 
居くところで使巧しない。 

♦感電-やけど-けがをする恐れがありまず。 

□ 

ガラスカツプなしで使巧しない。 

•やけどの恐れがあります。 






電源プラグを抜くときは、電源コー F 
を持たずに必ず電源プラグ部分を 
もって引き抜く。 

I 参感巧をシ3—卜して発火することがあります。 

m 

使用時外は、電源プラグをコンセン 
卜からおく。 

• けがややけど、館縁お化による感電、 

漏電火災の原因になります。 

使用中や使用直後は湯化□やフィルター、 
耐圧ををタンクふた V フィルターホルダー、 

スチームパイプに手を織れない。 
•高温ですのでやけどの原因となります。 

I 特に乳な巧にはさわらせないでください。 

日 

不を定な場所や熱に弱い敷物の上では 
使用しない。 

•火ぶの原因となります。 

電源コードを傷つけたり、破損させたり、 
加工したり、無埋に巧げたり、引っ張っ 
たり、たばねたり、重いものをのせたり、 
はさみ込んだりしない。•電源コードが 

I 巧損し、乂架•感電の原因となります。 

口 

電源コードや電源プラグが傷んでいた 
り、コンセントの差込みがゆるいとき 
は使历しない。 

•感電•ショート•発化の原因になります。 

交流 lOOVUi 外の電源は使用しない。 

♦感電■火災の原因となりまず。 

日 

ガラスカップは直乂にかけない、また 
電子レンジで使巧しないでください。 
♦割れたり、とってがをおしたりします。 


r 

お 願 

し、 


取り扱いは T 寧にお願いします。 
•落としたり、挫い帝擊を加えた 
りするとな煩の原因になります。 

使用中及び使巧直後にはタンクふたや 
フイルターホルダーは猫対に外さない 
でください。参お黃が飛び散り、やけど 
の原因になりまず。 

水タンクには水外 
入れないでください。 
•故障の原因になります。 

空だきしないでください。 
• な陋や火事の原因になります。 

本化は丸洗いしないでください。 
^ショート1感電の思れがあります。 

梳けて〕ーヒーを作る場合味切琶つまみを r 孤にして、本体がさめるまで待ってください。 

>本術觸1巧ち iClg ? おしたり、動かしたりすると激立}、ら藏や额^巧る愚れがありやけどの原因[ぶりまず。^ 


















































Is 面つード収納部 
電源プラグ 


各部のぶまえとはたらき 


耐圧安をタンクふた I 


切替つまみ 


ノ《イ □ツ トラ*ンプI 


水タンク 


—ムノ \ィプ 


クタンク 


をきル 


カップ台 


1 フイルターホ化ぶ j 
m ガラスカップふす j 
誦 ガラスカップ 


取り外し式 
じ レイカ バー 

[3 テンレスフ 乃 

I フイルター 



定 格 

AC 100V/800W 

切替つまみ 

ripj (ランプ点灯）「切」 ' 
「过})」「(娘」（スチーム大小） 

水タンク容量 

水量400 ml 

温度ヒユーズ 

216で 

質 量(約） 

1 .98 kg 

コード長さ 

1.4 m 

大きさ（約） 

幅 30cm X 奥行 23.7cm X 高さ 24cm 

付属品 

計量スプーン1個、 
ビデオテープ 
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巧ち法 (エスプレ ッ、ノコー ヒ ーの 作り方) 


ステンレスフイルターの着脱方式 
•取り外し方 •取り付けち 

⑩フィルタ—ホルダ—感ステンレスフイルター 日）フイルタ—をホルダ- 


を開ける。 


を巧り出す。 


にセツトする。 


©フイルターホルダーを動か 
ないよう確実に締める。 



1 . コーヒー粉を入れる 

〇 コーヒー粉をイ寸厲の計量スプーンではかり、ステンレス:？ィルターに入れます。 
(ステンレスフイルターの中の目盛りを参考にしてください） 〇 


出来上がりカップ 

2 

4 

計きスプーンずりきり 

2 

4 

標準使巧呈（巧） 

14 g 

28 g 



^コーヒー粉はエスプレツ V 巧など深前りの豆を @ ステンレスフイルター押さえを上げてステンレス 
極細おきしたものを使用してください。 7イルターを、フィルターホルダーにセットしまず。 


2 . ステンレスフイルターをセットする 

〇 ステンレスフイルター押さえを上げたが態でフイルターホルダーの取つキを本体の正面に合わせまず。 


田 



フイルターホルダーをしつかりセツ 
卜して淀巧する。 

拳やけどやけがの面因になります。 


@®が態でフィルターホルダーを本体の抽出□にはめ込みます。 

©フイルターホルダーを本体のをに向かって止まるまでしっかり締めます。 



3•タンクに水を入れる 

〇 タンクには下の表の分量を目をに水を入れてくださし、。 
X ガラスカップを使って水を入れる隱には、カップの 
目盛りよりも2割ほどをめに入れてください。 


六ヵップ数 

がの量 

できあがり^ 

分量 

2カ ップ 

約150加 

約 100 me 

4カップ 

V 

お300加 

約200械 


@ タンクのふたは回らなくなるまでしつかり締めてくださし、。 
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4 •ガラスカップをセットする 

• ガラスカップにふたをしてトレーの 
上にのせてください。 


f ‘ 

齡意 1 

0 

ガ3スカップをきちんとせットして 
ください。 

♦やけどやけがの原西となります。 



5，電源を入れる 

• 切替つまみが「切」であることを溝 
認して電源プラグをコンセントに確 




目，抽化を始める 

〇 切替つまみを「雇 PJ の位置に回す 
とパイ□ットランプが点灯します。 
©約3分ほどすると、湯化□から势 
いよく コーヒーが 抽出されまず。 


6 —刪を々ンクふた'腳こ手を 

曲れない。 

♦输いな気がおて、やけどやけがの 
原因になります。 





パイ□ツトランプ 


7.できあがり 

〇 湯や蒸気が完をに止まつてから切替 
つまみを「切」に回しまず。 

@ ガラスカップを引き化してコーヒ ー 
をカップにミちぎます。 




巧ラスカップをきちんとセットして 
くだまい。 

•やけどやけがの瓶担となりまず。 



《あらかじめコーヒーカップを 
温めておくと、コーヒーが冷め 
にくくおいしく召し上がれます。 











































































O ご使用後は切替つまみが「切 J で 
あることを確認し、電源プラグを 
コンセントから抜いてください。 



巧巧時がかは、巧源プラグをコン 
セントから抜 <e 

けボややけど、拒塚劣化による 
感虫、巧空火ぶのぶ因になります。 




@ 抽出後約1が^は火傷の恐れがちる 
のでタンクのふたやフイルターホ J レダー 
を邮ったり外したりしないでください。 

® 耐圧ををタンクふたは、切替つまみ 
「((!))」に合わせ、燕気を十分逃が 
してから開けてください。 



^^けて作る±景合 •必ずスイッチを「切」にして手順をくり返します。 



ミ主意 


席けて水を入れるとき、反圧巧をタン 
夕ふたを曲けるとまか□から巧ちがお 
ることがあるのでお巧をつけ< ださい。 
•やけどをすることがあります。 



フイルター ホルダーはあく なつている 
ので、手をふれない。 

善ち遍ですので、やけどの巧因と 
むります。 _ y 



扭ち法 (カプチーノコーヒーの作り方) 


ミルクタンクを組み立て本体に接続してください。 



X エスプレツンを作る前にミルクタンク 
を組みでて、本体に接続するようにし 
てください。 


(組み立て後) 


^^^スチームパイプと 
ミルクタンクを確 
実にセットしてく 
ださい。接続が不 
確実ですとけがや 
やけどの原因 I こな 
ります。 


嘴 



1〜2までの操作はエスプレツVコーヒーの作り方に準じてくださし、。 
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の タンクにはをの表の分量を目をに水を入れてくださし 


X スチームを発生させる 
ので、水の量はエスプ 
レツンのときより約 30 邮 
程置多〈水をスれてくださしん 


@ タンクのふたは回らなくなるまでしつかり締めてくださし V 。 


^カップ数 

水の量 

できあがり^ 

か量 

2カップ 

約化〇诚 

約100邮 

4カップ 

V 

約300诚 

約20日 mS ^ 



?_ K につけたり，水をかけたりしなし V 
•远モ■シヨートの没れがあります, 



I タンクのふたはしっかり席めてください* 
►ゃけどゃけがの原因になりまず。 





4〜6までの操作はエスプ レツ、ノコー ヒーの作り方に準じてください。 


7 •できあがり 

〇 コーヒーの量が適量になりましたら、水タンクに水ろ夕曳つているが態 
で切替つまみを「切 J に回します。 

X 力7チーノを泡立てる B # は、蒸気が必要です。必ず泡立て兩の蒸気を 
本体巧に残しておいてください。 



8 •ミルクを泡立てる 

〇 ミルクピッチャー（耐熱巧）をまず 
巧意しカップ台の上に確実にセット 
してください。 


区 


巧あでミルク が滞び散る ことがあり 
ますので十せごををください。 

♦ やけどやけがの原困となります。 


©ミルクタンクに適量のミルク（成分 
無調整）を入れ，切替つまみを 
「〔/ J }〕」 のちにゆっくり回しまず。 

《切替つまみでスチームの量を調節 
しながらミルクを泡なてまず。 



◎ 


ミルクが飛び数ることがあります。 
•やけどやけがの原因となります。 




スチーム大 



ス チー ム小 
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O 水タンク巧に水が残っていることがありますので切替つまみを再度 r #> j に回して残りの抽出を巧いまず。 
その隙、絶础こ残りかを受けるための容器を取り外し式トレイカバーの上にセットしておいてください。 


X 使用後スチームパイプ巧にミルクがつまっている塌合があるのでスチームを化して、パイプ巧のミちれ 
などを排出してください。 





お圧ずをタンクふた、黑出□に手を 
化れない。 

■骄い萬巧が化て.やけどやけがの 
雨因になります。 



9.化来上がったエスプレ、 yV をコーヒーカップに入 tU 適量のミルクを 
注ぎます。その後、スプーンですくったミ包をお好みの量浮かべます。 





X ミルクの量を増やせば、おいしいカフェ•ラッテができます。（ち國の 
ように氷を入れることでアイスカプチーノや、アイスカフェ*ラッテ 
を楽しんでいただくことも化来まず。 





10. ご使用後 

エス プ レツ、ノコー ヒーの作り方の8を参照してください。 


なお商品に同砸のビデオをご参照していただくことをおすすめします。 


—J — 










































おを入れの 化 方 _ (製品を長持ちさせるコツ） 


■ お手入れするときは 


注意 


尺;;み 好いラちじホの中に入れたりホをか 
I jmi けたりしない。 

•ガラス占巧 m けがめ原因となります。 




必ず台所巧洗剖、やわらかい布、スポンジを1 


替ぃあ g をちえない。 

■ガラスカち！!れけがの原因となります, 


ヒビカ <入ったまま使巧しない。 
参けがのお国とむります。 


随つてください。 



シン ナー■ぺ 
ンジン-みが 
き粉•たわし 
などは、表面 
を場つけます 
ので使巧しな 
いでください。 


■お手入れのしかた 

•水タンク 臣 

水でずすぎます。^^水タンク内には洗則は使わないでください。 

参 本体 外側、 スチーム パイプ外側 

よくしぽった巧でふき取ってください。 

参 スチーム パイプが つまった 塌合 

電源コードをコンセントから抜き本ががさめたのを確認してから、 

針などでスチームパイプのつまりを掃除してください。 

参 耐圧ををタンクふた、ガラスカップふた、 フイ ルター、フイルターホルダー、 
ミルクタンク、ミルクタンクふた、ミルクお□、取り外し式トレーカバー 

これらの部品は、単体にしたが態で、スポンジで洗ってください。 

•ガラスカップ 

スポンジで洗ってください。 


警告 


本がを水につけたり，水をかけたり 
して洗わない。 

♦厳を、 シヨー トのをれがあります 



■1^ 主意 



電源プラグをコンセントからめき、 

本ホがぶえてから手入れをする。 

巧巧，ショート、やけどの原因と 
なります。 J 




かな？と思ったら 


•ご 使用中、異常が生じたときには、この表を見ながらチェックして〈ださい。 


ぐ こんなとき 

お調べいただくこと 

なおしかた 1 

通電しむい 

電源プラグをコンセントに差し込んでいますか？ 

電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

お湯がでない 

タンクに水を入れ忘れていませんか？ 

クンクに水を入れてください。 

ス チー ムがでなし、 

スチームパイプがつまっていませんか？ 

ミ十などで掃除してください。 

切替つまみを正しくセットしていますか？ 

正しくセットしてご使巧ください。 

耐が巧をクンクふたがしまっていますか？ 

回らなくなるまでしつかり回してください。 

巧気がもれる 

V 

フィルターホルダーが正しく確実にセットされて 
いますか？ 

フィルターホルダーを正しくセットしてが巧ください。 

耐熱をまタンクふたがしまっていますか？ 

回らなくなるまでしつかり回してください。 

J 
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フターサービスについて 


1 , 保証書は必ず「お異い上げ年月日 J と「販売店名」等所定事項の記入及び記載内容をご確認のうえ、お貨い上げ 
の販売店からお受け取りいただき、記載内蓉をよくも'読みのあと、大切に保管して〈ださい。 


2. 保証期間は、お買い上げ曰から1年間です。な詞期間やに修理を依頼されるときは、お實い上げの販売店まで 
保証書を添えて商品をご持参ください。保証書の巧容に従って販売店で修理いたします。 

3. 保証期間経過後の修理についても、お買い上げの販売店にご相談ください。修理によって、機能が維持できる 
場合は、お客様のご要望により有料修理いたします。 

4. この製品の補修巧性能部品の最低保有期間は製造巧切後5年です。補修巧お能部品とは、その製品の磯能を 
維持するために必要な部□ちです。 


5, 製品に異常のある場合には、お客様ご自身で修理されたり、手を加えたりずることは盾険です。絡巧にしな 
いでください。 

6. アフターサービスについてご不明な点は、お買い上げの販売店、または当社ご相談窓□にお問い合わせ 
ください。 


ご相談窓 □ 


お買い物獨談やお取扱方法じついてのご相談、及び優理サービスのご宗内は{を巧時間：平日 9 時〜 18 時） 

獲0120 -309-408 


IeIUIpIrI 


燦±申日本電器株式会社 


曰本本社： 
札峡営業所： 
仙台営業巧： 
東京営業所： 
ち古屋出張所： 
阔山出張が: 
福岡営業巧： 


于 658-0032 兵庫県神戸市ま蕴区向洋町中 6-9 巧戸フアツシヨンマート 10S-07 
干 060- 0042化海道キし幌巿中央区大通西 6-6-9 ク リーン/\イ、シ808 
干 980-0802 宫城県祉台巿青葉区二日町 6-23 第2シヤンボール20斗 
〒1010031東京:都千代田区東神旧 2-4-12 KVT ビル 2 4 階 

于481 -0033 愛知県西き日井郎西き巧西ご巧犬井82サンチェリイマンシ3ン西春302 
〒700 -0916 岡山语闹山巿西之巧 9-1 17力ーサ U 102 

tS 12-0011 福岡県福岡巿博多芭博を駅前 4-21-11 福岡トレードセンタービル301 


TEL : 078-857-9970 
TE し： 01 1-222-0 日06 
TEL : 022^713-0288 
TEL ; 03-5822-1439 
TEL : 0568-24-2114 
TEL : 086-241-2349 
TEL : 092-415-6804 




